室内環境学会会長立候補に際しての抱負

池田耕一

国立保健医療科学院建築衛生部

人はその生活の大部分(おおよそ90％)を室内で過ごしていることを考えると、人の健康保護のみならず快適な環境という観点からも室内環境問題は極めて重要な課題となっています。ところが、室内環境には多くの構成要素があることから、これまでわが国における室内環境に関する研究はその構成要素毎に個別の学会等で実施されてきました。一方、国際的には、国際室内空気環境学会（The International Society of Indoor Air Quality and Climate）が設立され、一つの大きな学会として長期的・総合的に室内環境の問題に取り組もうとしており、わが国においてもこれまで個別に行われてきた研究活動を統合し、総合的・学際的に室内環境問題を議論する場の必要性が益々増加しています。

　そこで、いろいろな分野の研究者・実務者等が集まり、室内環境の問題について意見交換し、さらに快適環境の創造に向けて実際に活動できる場として、1994年9月に室内環境研究会が設立されました。この室内環境研究会は1998年1月より「室内環境学会」と名称を変更してさらなる発展を目指してまいりました。私も学会の会員として発足当時より微力ながらその活動に参加しつづけてまいりました。とくに、最近の二年間は、会員の皆様の温かいご支援を得て、会長と言う大役を担ってまいりました。お蔭様で、会の活動は順調に発展しておりますが、会員や会の活動が、化学物質による空気汚染問題研究以外が十分であるとは言いがたいなど、改善の余地があり、まだまだ伸びる学会であると考え、もう一期、会長として活動させて頂きたいと考え、再度立候補いたしました。私が再び会長に当選させていただきました暁には、さまざまな角度から室内環境の問題の解決に取り組みに一層の努力をしたいと考えております。
具体的には、今までの学会の路線を踏襲しつつ、以下のような事業を推進したいと思います。皆様の絶大なるご支援を賜れれば幸いです。
１．学術的活動

· 室内環境因子の動態解明・モニタリング 

· 室内環境因子への暴露・健康影響評価 

· 快適環境の評価・創造 

· 室内汚染防止・対策 

· 室内環境とエネルギー消費 

· その他

２．学会事業

· 研究会および講習会の開催 

· 学会誌、ニューズレターその他の発行 

· 内外の関連学協会との交流および協力 

· 会員相互の情報および研究の交流 

· その他、本会の目的を達成するために必要な事業
